
再
開
そ
し
て
再
会

　
「
生
協
山
の
会
」

は
2
0
0
0
年
に

結
成
し
て
か
ら
今

年
で
24
年
目
に
な

る
。
前
理
事
長
の

内
田
さ
ん
や
田
面

木
地
域
の
組
合
員

さ
ん
か
ら
要
望
が

あ
り
、
私
も
参
加
し
て
会
は
作
ら

れ
た
。
往
時
は
会
員
も
1
2
0
名

を
超
え
る
大
所
帯
と
な
り
貸
し
切

り
バ
ス
で
北
東
北
の
山
々
を
歩
い

た
。
宿
泊
山
行
も
尾
瀬
燧
ヶ
岳
、

世
界
遺
産
の
白
神
岳
、
鳥
海
山
、

焼
石
岳
。
縦
走
も
裏
岩
手
、
森
吉

山
、
秋
田
駒
ヶ
岳
と
、
今
考
え
る

と
よ
く
や
っ
た
も
の
と
思
う
。
大

き
な
事
故
や
ケ
ガ
も
な
く
、
ま
た

と
か
く
組
織
に
あ
り
が
ち
な
も
め

ご
と
も
な
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
会
員
諸
氏
の
努
力
や
「
ひ
と
が

ら
」
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
の

ま
ん
延
で
3
年
間
休
止
と
な
り
、

会
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
た
が
今
年

3
月
に
会
員
を
継
続
す
る
か
ど
う

か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
方
（
45
名
）
が
継

続
を
希
望
さ
れ
４
月
か
ら
ま
た

再・

・開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
会

員
も
あ
り
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。

こ
の
拙
文
は
6
月
例
会
、
秋
田
の

森
吉
山
を
終
え
て
書
い
て
い
る
。

参
加
者
も
19
名
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
人
数
で
あ
る
。

好
天
に
恵
ま
れ
高
山
の
花
々
を
愛

で
な
が
ら
の
山
行
と
3
年
ぶ
り
の

再・

・会
で
道
中
の
会
話
の
花
は
途
切

れ
る
こ
と
な
く
今
年
の
山
行
は
無

事
ス
タ
ー
ト
し
た
。

監
事　

佐
々
木
康
夫

総代会の発言を紹介総代会の発言を紹介

　

職
員
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る

　

事
業
所
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

い
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り

　

ま
し
た
。

●
第
１
号
議
案

　

第
１
号
議
案
①
有
料
老
人
ホ

　

ー
ム
生
協
た
む
か
い
の
家
の

　

特
定
施
設
へ
の
転
換
に
よ
り
、

　

周
辺
介
護
事
業
所
（
デ
イ
サ

　

ー
ビ
ス
た
む
か
い
、
訪
問
看

　

護
）
の
経
営
は
予
算
に
未
達

　

な
が
ら
も
、医
療
（
診
療
所
）

　

に
依
存
す
る
経
営
構
造
か
ら
、

　

介
護
事
業
全
体
と
し
て
黒
字

　

構
造
へ
の
転
換
の
第
一
歩
と

　

な
り
ま
し
た
。
診
療
所
医
師

　

交
代
に
む
け
て
の
協
議
を
重

　

ね
な
が
ら
９
月
に
坂
戸
医
師

　

が
次
期
所
長
と
し
て
着
任
す

　

る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま

　

し
た
。
一
人
医
師
体
制
の
中

　

で
、
継
続
し
て
勤
務
で
き
る

　

最
大
限
の
体
制
を
構
築
す
る

　

た
め
に
協
議
を
す
す
め
ま
し

　

た
。
フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り

　

組
み
と
し
て
昨
年
同
様
に
健

　

康
ひ
ろ
ば
「
新
井
田
川
ウ
ォ

　

ー
ク
」「
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
」

　

を
年
間
を
通
し
て
行
い
「
健

　

康
フ
ェ
ス
」
で
は
医
療
生
協

　

の
「
見
せ
る
化
」
の
一
環
と

　

し
て
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

　

事
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
２
号
議
案

　

第
２
号
議
案
「
2
0
2
2
年

　

度
決
算
報
告
」
で
は
、
前
年

　

度
比
較
で
「
減
収
・
減
益
」

　

と
な
り
、必
要
利
益
2
，0
0

　

0
万
円
に
及
ば
な
か
っ
た
も

　

の
の
経
常
利
益
は
2
2
6
万

　

円
、
税
引
前
剰
余
金
は
6
2

　

5
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ

　

た
事
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
●
第
３
号
議
案

　

第
３
号
議
案
「
2
0
2
3
年

　

度
事
業
計
画
案
」
で
は
2
0

　

2
4
年
医
療
・
介
護
同
時
改

　

定
へ
向
け
た
動
き
を
ふ
ま
え
、

　

事
業
所
の
見
直
し
、
縮
小
、

　

廃
止
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

　

具
体
的
手
段
の
検
討
・
実
践

●
総
代
会
は
、
議
長
に
菊
池
高

　

晴
さ
ん
（
下
長
支
部
総
代
）

　

を
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ

　

ま
し
た
。

●
中
道
理
事
長
あ
い
さ
つ

　

介
護
事
業
所
が
全
国
的
に
厳

　

し
い
経
営
状
況
を
強
い
ら
れ

　

る
中
、
当
法
人
も
利
用
控
え

　

や
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
ま

　

し
た
が
何
と
か
黒
字
決
算
で

　

年
度
を
締
め
く
く
る
事
が
で

　

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
常
勤
理

　

事
を
先
頭
に
職
員
の
頑
張
り

　

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

　

す
。
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

　

い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
事

　

業
所
毎
に
様
々
な
課
題
は
あ

　

り
ま
す
が
組
合
員
、
利
用
者
、

　

及
び
持
続
可
能
な
事
業
戦
略

　

づ
く
り
で
進
め
ま
す
。
同
時

　

に
組
合
員
を
中
心
と
し
た
、

　

フ
レ
イ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

　

イ
ル
予
防
、
す
こ
し
お
の
取

　

り
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、

　
「
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く

　

り
」
の
輪
を
地
域
に
広
げ
ま

　

す
。
社
会
保
障
運
動
に
関
し

　

て
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
、

　

団
体
と
協
力
し
す
す
め
る
事

　

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
4
号
議
案

　

第
4
号
議
案
「
2
0
2
3
年

　

度
予
算
案
」
で
は
事
業
の
継

　

続
と
財
務
の
改
善
を
進
め
る

　

中
期
経
営
計
画
を
論
議
し
つ

　

つ
診
療
所
と
特
定
施
設
及
び

　

周
辺
介
護
事
業
所
の
経
営
バ

　

ラ
ン
ス
を
保
ち
安
定
し
た
事

　

業
継
続
の
た
め
の
必
要
利
益

　

と
し
て
2
，6
0
0
万
円
の

　

税
引
前
利
益
を
め
ざ
す
事
が

　

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
5
号
議
案

　

第
5
号
議
案
「
2
0
2
3
年

　

度
役
員
報
酬
額
に
つ
い
て
」

　

第
6
号
議
案
「
役
員
推
薦
委

　

員
選
出
に
つ
い
て
」
第
7
号

　

議
案「
役
員
補
充
に
つ
い
て
」

　

第
８
号
議
案
「
2
0
2
2
年

　

度
組
合
債
発
行
額
の
事
後
承

　

認
及
び
2
0
2
3
年
度
組
合

　

債
発
行
額
に
つ
い
て
」
第
9

　
号
議
案
「
組
合
債
約
款
の
一

　

部
変
更
に
つ
い
て
」
第
10
号

　

議
案
「
議
案
決
議
効
力
発
生

　

に
つ
い
て
」
の
各
提
案
が
さ

　

れ
ま
し
た
。

獅子内 和子 専務理事

2
0
2
3
年
度
第
35
回
通
常
総
代
会
は
、
6
月
24
日
（
土
）
午
前
9
時
半
か
ら
八
戸
市
福
祉
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
総
代
も
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
す
る

観
点
か
ら
、
原
則
と
し
て
各
支
部
（
地
域
）
か
ら
代
表
２
名
の
実
出
席
と
参
加
を
希
望
さ
れ
た
総
代

合
計
1
4
4
名
（
書
面
議
決
1
0
9
名
）
の
参
加
の
下
、
理
事
会
提
案
の
全
議
決
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

第
35
回 
通
常
総
代
会

中道 博章 理事長 菊池 高晴 議長

宮沢　守 常任理事

木村儀弘 常任理事

松長 咲子 
理事

停滞していた支部の
活動再開に向けた取り組み

　湊朝市への出店をきっかけ
に様々な人とのつながりがで
き５人の組合員の新規獲得へ
とつながり同時に趣味と実益
を伴った楽しい班を結成する
事ができました。
　これからもみんなで楽しく
様々なイベントを通してつな
がりを継続していきたいと思
います。

瀬川 祐介
 (職員)

事業所名変更について

　「生協居宅介護支援事務所」
は何をしている事業所なのか
解らないとの声が多く聞かれ
る状況でした。
　組合員さんの意見等を受け
て解り易さ最優先に考え7月
1日から事業所名を「生協ケ
アプラン・かいごの相談室」
に変更します。
　これからも地域の方々に選
ばれる事業所づくりを心掛け
たいと思います。

澤口 孝之
常任理事

健康づくりカードの
　　　　　活用について

　健康づくりへの参加や健康
チェックの結果について、年
間を通して記録できる「八戸
医療生協版健康づくりカー
ド」を組合員さんの様々な要
求を取り入れ新たに再作成し
ました。
　目標達成するものではなく
活動を記録し励みとするもの
ですので、ぜひ今後も気軽に
支部で活用してください。

梅津 　諒 
(職員)

特定施設へ
　　転換後の経過報告

　昨年5月に有料老人ホームから介
護付有料老人ホームに転換しまし
た。最初は業務形態も変わり戸惑う
ところもありましたが職員みんなで
一つ一つ業務改善しながら現在で
は経営も一定安定する兆しがみえス
ムーズな業務遂行ができています。
　これからも入居者様1人1人の1
日を大切にし、すべての職種が一丸
となって、入居者様、ご家族様のニー
ズに応えられるケア、安心いただけ
るケアを実践していきます。

森川 俊彦
 (職員)

短時間デイサービス
　　　　の転換について

　9月4日からこれまでの一
日型より半日へのデイサー
ビスへ転換します。現在リ
ニューアルオープンに向け準
備中でいかに利用者さんの更
なる自立向上、楽しくいきい
きと過ごしていただけるか職
員が知恵を出し合いオープン
にむけ頑張っています。
　ぜひ広く組合員さんや地域
の方々のご利用をお待ちして
います。

2023年7月15日発行 八戸医療生協だより「さるかどした」
No.１９３号諸般の事情でお手元に届くのが遅れる場合がございます。ご了承ください

○八戸医療生協現況（2023年5月31日現在）　○組合員数8,540名　○出資金総額427,125千円　○一人当たり出資金50,015円　［4月からの延べ新規加入者数9名　　延べ増資者数1,012名］

八戸医療生活協同組合
〒031−0001
八戸市類家５丁目38−20
発行責任者　中道博章
☎ 0 1 7 8−7 1−3 4 5 6
ホームページ
http://www.hachinohe-

iryou.jp/



第14回

組合員の皆様いかがお過ごしでしょうか。コロナ禍で 3年間休止しておりました
『介護なんでも語ろう会』を今年度は下記要項にて開催することとしました。

　・介護保険の制度について知りたい
　・今介護を受けている
　・家族の介護をしている
　・家に閉じこもりがちで、外出して人と交流したい
　・自分の介護の経験を他の人と話し合いたい　　　　　　等々

「なんでも語ろう」会です。気軽に参加してみませんか。

日 時 2023 年 9月16日（土）/ 午前 9：30～ 12：00
場 所 八戸医療生協組合員センター  2 階 大会議室
内 容 第 1部  介護経験者の話を聞く

第 2部  分散会型で参加者同士の交流会

八戸医療生協本部 / 0178-71-3456　担当：佐々木
締め切りは 2023年 8月 31日とさせていただきます。

お申し込み・お問い合わせ先

主催：八戸医療生活協同組合　事業所利用委員会

山の会を再開しました

姫神山 登山姫神山 登山
５月27日(土)３年ぶりに｢山の会｣の
山行を実施しました。行先は啄木の
故郷、渋民村の有名な姫神山です。
参加者は15人、天候にも恵まれ汗を
かきつつ 1時間半で全員山頂｡北上
山地と眼前の岩手山を望みながら
昼食、下山。遠い空と白い雲、その
頂を目指してまた歩き始めます。

５月27日(土)３年ぶりに｢山の会｣の
山行を実施しました。行先は啄木の
故郷、渋民村の有名な姫神山です。
参加者は15人、天候にも恵まれ汗を
かきつつ 1時間半で全員山頂｡北上
山地と眼前の岩手山を望みながら
昼食、下山。遠い空と白い雲、その
頂を目指してまた歩き始めます。

『
わ
が
支
部
自
慢
』

『
わ
が
支
部
自
慢
』

  

～
二
中
支
部
編
～

　

私
が
医
療
生
協
に
加
入
し
た

の
は
、
30
代
半
ば
で
し
た
。
仕

事
や
子
育
て
に
忙
し
く
、
生
協

の
活
動
へ
の
参
加
は
、
健
康
ま

つ
り
程
度
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

二
中
支
部
は
、
お
食
事
会
や

バ
ス
旅
行
な
ど
を
行
い
、
班
も

沼
館
、
城
下
、
鴨
ケ
池
な
ど
の

地
域
班
の
他
に
手
作
り
作
品
を

作
る
こ
で
ま
り
班
、
マ
ー
ジ
ャ

ン
サ
ー
ク
ル
班
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
そ
の
う
ち
マ
ー
ジ
ャ

ン
サ
ー
ク
ル
班
に
入
っ
て
お

り
、
月
に
1
回
夜
6
時
か
ら
8

時
ま
で
自
宅
に
集
ま
り
、
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
が
初
心
者
の
お
ば
さ
ん

で
テ
キ
ス
ト
を
見
な
が
ら
あ
あ

で
も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
進

め
て
き
ま
し
た
。
健
康
マ
ー
ジ

ャ
ン
と
言
わ
れ
る
通
り
吸
わ
な

い
（
煙
草
）、
呑
ま
な
い
（
酒
）、

賭
け
な
い
（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
）
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。
作

戦
を
考
え
る
た
め
に
頭
を
使
い
、

牌
を
手
で
か
き
混
ぜ
て
積
む
、

と
い
う
指
を
使
う
行
動
は
、
認

知
症
予
防
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

で
活
動
は
中
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
ま
た
再
開
で
き
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
二
中
支
部　

平
賀
あ
や
め
）

事業所名変更のお知らせ
令和５年７月１日より､ 下記の通り事業所名を
変更することとなりました｡

なお  事業所の住所 ･ 電話番号 ･ 事業所番号､ お
よび担当ケアマネジャーにつきましては変更ござ
いません｡ 今後ともどうぞよろしくお願いいたし
ます｡ 　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

＊ご不明な点は､ お電話にて上記までお問い合わせください｡

管理者　瀬川 祐介

生協ケアプラン･かいごの相談室
事業所番号　:　0270300080

TEL:0178（71）2411  FAX:0178（71）2422
八戸市南類家１丁目13-10

<令和５年７月からの連絡先>

外来診療時間 変更のお知らせ外来診療時間 変更のお知らせ
令和５年９月１日より  金曜日の午後  が休診となります。

ご理解ご協力の程、よろしくお願いします。

＊日祝日・毎月の最終土曜日は休診＊日祝日・毎月の最終土曜日は休診
尚、午後の休診の時間帯は訪問診療となります。

八戸生協診療所

９月からの外来診療時間
月曜日 午前 ９時～12時 午後 休診 木曜日 午前 ９時～12時 午後 休診
火曜日 午前 ９時～12時 午後 休診 金曜日 午前 ９時～12時 午後 休診
水曜日 午前 ９時～12時 午後 休診 土曜日 午前 ９時～12時 午後 休診

▼

八戸医療生協 生協居宅介護支援事業所
（略称：生

せいきょうきょたく

協居宅）

これまで

八戸医療生活協同組合 2022年度 決算概要

看
護
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・
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師
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正職員·パート勤務どちらの方もご相談ください。
ハローワークにも掲示しています。

処　遇 法人内規程により支給

勤務先 法人内事業所（類家・田向エリア）

大
募
集

大
募
集

資産の部 負債・純資産の部
流 動 資 産 345,830 流 動 負 債 112,542
固 定 資 産 745,192 固 定 負 債 489,816

負 債 合 計 602,358
組 合 員 資 本 488,664

出 資 金 423,934
剰 余 金 64,730
法 定 準 備 金 54,900
医療福祉等積立金 3,450
当期未処分剰余金 6,380

純 資 産 合 計 488,664
資 産 合 計 1,091,022 負債・純資産合計 1,091,022

2023年3月31日 現在（単位：千円）

貸借対照表の要旨

科　目 金　額
事 業 収 益 857,949
事 業 費 用 869,528
事 業 剰 余 金 -11,579
事 業 外 収 益 16,309
事 業 外 費 用 2,461
経 常 剰 余 金 2,269
特 別 利 益 3,988
特 別 損 失 0
税引前当期剰余金 6,257
法 人 税 等 610
当 期 剰 余 金 5,647

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日（単位：千円）

損益計算書の要旨

自 2023年4月１日
至 2024年3月31日（単位：千円）

科　　目 金　額
事 業 収 益 855,591
事 業 費 用 830,328
事 業 剰 余 金 25,263
事 業 外 収 益 3,252
事 業 外 費 用 2,280
経 常 剰 余 金 26,235
特 別 利 益 0
特 別 損 失 0
税引前当期剰余金 26,235

八戸医療生活協同組合
2023年度予算

2022年度決算の特徴
　2022 年度決算は予算比・前年比とも「減収・
減益」となりました。介護事業は新型コロナウ
イルスの市中感染拡大の影響を大きく受け、ま
た訪問看護・デイサービスたむかいの利用者確
保が計画通り進まず、大幅な減収となりました。
医療事業は、コロナワクチン予防接種推進及び
訪問診療等で収益を確保しました。また諸経費
増の影響を受けました。補助金等の臨時収入が
あり「黒字決算」となりました。

2023 年度予算の特徴
　必要利益 2,600 万円の税引前利益をめざしま
す。診療所新所長とともに在宅医療を進め、介
護事業所群の安定した経営構造をめざします。
八戸医療生協の強みである「医療・介護の連携」
を事業運営に活かしていきます。

大
募
集

大
募
集

詳しいお問い合わせは

八戸医療生協本部 ・宮沢（71- 3456）総務部
までお問い合わせください。

生協ケアプラン生協ケアプラン
･ かいごの相談室･ かいごの相談室

生協ケアプラン生協ケアプラン
･ かいごの相談室･ かいごの相談室

地域の方々との交流の場、なないろ☆カフェ第 40 回開催です♥地域の方々との交流の場、なないろ☆カフェ第 40 回開催です♥
どうぞご参加ください。どうぞご参加ください。

日 時 :日 時 : ７７月月 2828 日（金）14日（金）14::00 ～ 1500 ～ 15::0000
場 所：八戸市類家 5 丁目 38-20 / 組合センター２階 大会議室場 所：八戸市類家 5 丁目 38-20 / 組合センター２階 大会議室

介護保険制度について学びましょう介護保険制度について学びましょう
～知って得する介護の負担軽減策～～知って得する介護の負担軽減策～

内 容内 容
※介護保険サービス※介護保険サービス
※最近、利用者急増中の介護保険「外」サービス※最近、利用者急増中の介護保険「外」サービス
※あんまり知られてないけど、こんな制度もあります※あんまり知られてないけど、こんな制度もあります
※経済的な負担を少しでも減らすためにできること※経済的な負担を少しでも減らすためにできること

介護保険制度について学びましょう介護保険制度について学びましょう
～知って得する介護の負担軽減策～～知って得する介護の負担軽減策～

ゴミ出し お風呂掃除

買い物 窓ふき

八戸医療生活協同組合★フレイル予防委員会八戸医療生活協同組合★フレイル予防委員会

おいしいお菓子をお土産にどうぞ♪おいしいお菓子をお土産にどうぞ♪
カフェカフェ

★どなたでも参加できます★★どなたでも参加できます★
300 円300 円参 加 費参 加 費

申し込み申し込み 八戸医療生協本部　佐々木八戸医療生協本部　佐々木
参加人数参加人数 先着 10 名先着 10 名
電　話電　話 0178-710178-71--34563456

　 　 なななないいろろカカフフェェ  開開催催ののおお知知ららせせ第40回第40回

2023年7月15日発行 八戸医療生協だより「さるかどした」
No.１９３号

このようなときは、本部（0178-71-3456）までご連絡ください。　　・住所、氏名が変わった時　・引っ越しされた時　・組合員がお亡くなりになられた時

※さるかどした⇒八戸生協診療所を建てた場所の
建設当時の住所（類家字申角下）から

受付時間：9:00～17:00
八戸市類家五丁目38-20
八戸医療生協本部　宮沢

TEL：0178-71-3456
応募先

生協たむかいの家で私達と一緒にお仕事
しませんか？トイレや共同スペースの清掃
などの清掃業務です。

資格なしOK！未経験者大歓迎！

応募資格 年齢不問
業務内容 館内清掃

待　　遇 交通費支給・制服貸与
※詳細については、下記までご連絡ください。

勤 務 地 生協たむかいの家
（八戸市田向四丁目13-8）

大募集大募集
清掃パート清掃パート  さんさん

Point!Point!


